














































































































































ⅱ 『ピマンデル』：　ルネサンス期、とくに 16 世紀にヘルメスの書とされるものが流行し
たが、『ピマンデル』とはその類いの書をメディチ家のサロンの一員だったフィチーノ
がラテン語に翻訳したその書名。
ⅲ アルファベイラのドン・ペドロ：　15 世紀前半に生きたポルトガルの王子で、十二人の
伴とともに四匹のラクダにのって、世界の七つの地域を巡ったという。
ⅳ バッタ：　聖書によれば、イエス＝キリストの従兄弟、洗礼者ヨハネは荒野で修業をし、
ラクダの皮をまとい、イナゴと蜂蜜で飢えをしのいだという。
ⅴ イエスと魚：　ギリシャ語では魚はイエス・キリスト・神の子・救世主の頭文字をつな
げた語となり、初期キリスト教ではイエス・キリストの隠れたシンボルとして用いられ
た。
ⅵ アルキュオネ：　ギリシャ神話の伝説上の鳥。
ⅶ セイレーン：　同じくギリシャ神話の怪物で、上半身は女、下半身は鳥の姿をしており、
歌をうたって通る船の男たちを惑わし、難破させたという。
ⅷ 当時アポリネールは女流詩人にして画家のマリー＝ローランサンを愛していたが、この
恋は実ることはなかった。
＊なお、本稿はアポリネールの『動物詩集』の詩句のうち、すでに『外国文学』
60 号に掲載したものを省いた全ての詩句を訳出したものである。
